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●加工用途に応じたレーザの強度分布の形成
●レーザ加工の精密化
●光学系の簡素化と低コスト化

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

レーザーの特徴や利点を活かしつつそのシステムを進化させれば、レーザー加工システムも機械加工のシ
ステム同様に高機能化を実現できます。そこで、レーザの強度分布を自由につくりだす研究をしています。
一例として、加工の用途に応じた光学素子の開発とその応用を通して、材料加工や光応用システムの高精
度化や高機能化を可能にします。

内径約1mmの
リング状の加工

【研究シーズの概要】

●材料加工
●光学素子
●光応用システム

【産業界での展開・用途】

研究分野：工学（機械工学）

【レーザの強度分布変換のイメージ】 【加工事例：リング状のスポット形状】

レーザ ビーム照射結果:

加工ひずみの
高低差は
数十μm以下

三次元測定結果:

加工材料

光学素子
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用途に応じた光学素子の
開発とレーザ加工の高度化

【研究シーズテーマ】
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